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選んでいただいた 3 年生の皆さんに感謝いたします。特に、今年度の 3 年生には

迷惑をかけてしまったので、選んでいただいて非常にうれしいです。私の主な担当

授業は、2 年生後期の有機化学 III の全部と 3 年生前期の有機化学 IV の前半部分で

す。2年生後期の有機化学 IIIの期末テストをして、その数日後の 2 月からゴールデ

ンウイークを過ぎた 5月初めまで、3か月間入院してしまいました。そのため、今年

度は有機化学 IVの前半部分を 4月からでなく 6 月からにしてもらいました。授業名

でわかるように、私が担当している有機化学 III と有機化学 IV の前半部分は連続し

ている内容であり、教科書的にも繋がっています。そのため、3 年生の皆さんには、

内容が飛んでしまったようになってしまいました。授業内容の工夫なども大事です

が、教える側の健康も大事であるということを今回のことで学びました。いくら授

業の内容が良くても、教える側が飛び飛びで来るのならば、学生は混乱するだけで

す。教えたいことも学生にうまく伝わらないでしょう。教える側の健康を良い状態

でキープすることも、授業を行う上で、非常に大切であることを理解しました。こ

れからも自分の体調を整えて、決められた順番を守って、よりよい授業を行ってい

きたいです。 

 


